
 

 

 

 

 

 

鳥取市国府町の宇倍神社経塚出土資料からの「金字経」の発見 

（全国で３例目）について 

 

このたび、当館所蔵の宇倍神社（鳥取市国府町）周辺の経塚出土資料の調査を行う中で、「金

字」で書写された経巻の存在が明らかとなりました。これは、県内初であるのはもちろん、全

国的にも大峯山（奈良県）、高野山（和歌山県）といった名だたる霊地で見つかっているだけと

いう、非常に貴重な例です。宇倍神社は延喜式（平安時代）で県内唯一の名神大社とされ、中

世には「因幡一宮」となるなど広く崇敬を受けていたことが知られていますが、今回の発見は、

当時の同神社が中央の貴族などからも崇敬を受けた霊地であったことを物語ります。 

この金字経は、当館歴史・民俗展示室「歴史の窓」コーナーで、経筒や和鏡などの宇倍神社

経塚出土資料とともに展示します。あわせて周辺の経塚出土資料を展示し、中世の宇倍神社と

その周辺の様子を紹介します。なお、展示に先立って金字経の記者公開を行いますので、取材

していただきますようお願いします。 

 

１ 「金字経」について 

（１）資料の概要 

①点 数 紙本経３点 

②出土地 宇倍神社近辺（鳥取市国府町宮下） 

金字経が入っていたと推定される経筒の箱書きに 

「因幡一之宮神境御経壇」との記載あり。 

③大きさ 最も残存状況が良いもの 

…残存幅 13.8cm、直径 3.8cm、経軸長 17.5cm 

字が判読できる断片…4.5cm×4.5cm（写真） 

④資料の状況 ３点のうち１点には経軸が残る。いずれも半分以上を欠失しており、紙が固

着して現状では開包できない。剥落した断片や腐食部分に金字が認められ、３点

すべてが金字で書写されている。また、断片の判読できた文字から「法華経」で

あることが確認できた。経巻自体に残る痕跡から経筒内に納められていた状況も

復元可能で、法華経全八巻が納められていたと推定できる。 

なお、料紙は現状では焦茶色であるが、これが本来の色なのか、変色している

のか（金字経は紺紙が多い）はより詳細な調査が必要。 

⑤埋納時期 不明、おそらく平安時代（１２世紀頃） 

⑥発見の経緯 

・平成２２年１０月頃、経塚出土品の整理中に金字があることを担当学芸員が確認。 

・平成２３年６月、国立歴史民俗博物館村木二郎准教授による調査を実施。金字経である

こと、経筒も平安京周辺で見つかったものと同種であることなどを確認。 
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（２）今回の発見の意義 

経塚に埋納される紙本経は土中で腐敗してしまい残らないことが多く、仮に残ったとし

ても、多くの場合素紙に墨書あるいは朱書であり、色紙金字経は極めて稀である。記録上、

平安時代に金字経を書写したのは天皇や皇族、摂関家や上級貴族など、中央の高位の人々

に限られていた。また、金字経の埋納が行われたのも大峯山(金峯山)、高野山、比叡山、

熊野三山など、名だたる霊場だけであり、実際に金字経が見つかっているのも大峯山、高

野山の２例だけである。当時の埋経の実態を知る上で貴重な知見である。 

本資料には願文がなく奥書も不明で、経筒にも銘文が無いため、いつ誰が埋納したのか

は全く不明であるが、上記の状況から中央の貴族などによる埋納と推定できる。なお、こ

の金字経を入れていた経筒も平安京周辺で見つかったものと同種で、この想定を傍証する。

この金字経は、当時の宇倍神社の格式の高さを物語るとともに、平安時代の因幡の様子を

知ることができる大変貴重な資料である。 

※参考 金字経出土経塚 

出土地 所在地 埋納者 埋納年代 備考 発見 

宇倍神社経塚 鳥取市国府町 不明 １２世紀頃 色紙、法華経 今回 

藤原道長 寛弘四(1007)年 紺紙、法華経等､国宝･重文 金峯山経塚 

（大峯山） 

奈良県天川町 

藤原師通 寛治二(1088)年 紺紙、法華経･願文､国宝･重文

江戸時代

高野山奥院経塚 和歌山県高野町 比丘尼法薬 天永四(1113)年 紺紙、法華経、銀字あり 昭和39年

 

２ 記者公開 

①日時 平成２３年７月８日（金） 午後２時～午後３時 

②場所 鳥取県立博物館２階 会議室 

③内容 展示前の公開、担当学芸員による解説 

 

３ 発見した資料の歴史の窓での展示について 

（１）展示テーマ 

「霊地にこめられた願い ～宇倍神社経塚出土資料の調査から～」 

（２）主な展示資料 

①宇倍神社経塚（鳥取市国府町宮下）出土資料 

経筒８点、紙本経(金字)３点、和鏡２点 など 

②近隣の経塚出土資料 

西浦山経塚（鳥取市国府町美歎）、滝山経塚（鳥取市滝山）箭渓経塚（鳥取市福部町） 

（３）展示期間 

平成２３年７月１２日（火）～９月１１日（日） 

〔休館日：８月２９日（月）、開館延長 

：７･８月の土日・祝日は午後７時まで〕 

（４）会 場 

県立博物館１階 歴史・民俗展示室 

「歴史の窓」コーナー（右図） 

※一般の方は入館料が必要です。 

（５）担当者  学芸課人文担当 東方 仁史 


